
●地域弁護士制度試行開始 （２）
●中小企業憲章が閣議決定 （２）
●平成２２年度文化の日表彰 （２）
●会長さんを訪ねて（若柳金成商工会） （３）
●商工会事業の紹介（多賀城・七ヶ浜商工会） （３）
●経営革新計画承認企業紹介 （４）
●建設業新分野進出講習会参加者募集 （４）
●１００万会員ネットワーク （５）
●次世代育成支援対策推進法改正 （５）
●政策公庫／国民生活事業ニュース （６）
●ある日の指導日誌 （６）
●全国商工会福祉共済「がん」重点補償プラン （７）
●青年部・女性部コーナー （８）

松山邑（むら）まつり（大崎市）
大崎市松山の地元企業・住民が協働して邑（むら）を挙げ

て楽しむ祭りと位置付けて毎年１１月の第一土曜日に開催し
ています。
伝統芸能（金津流獅子躍・次橋神楽・松山太鼓）の披露を
皮切りに松山に伝わる民具の展示や農具のワークショップが
行われます。
また、昭和初期まで活躍し日本に２台しかない幻の「人車」
体験試乗や地酒（一ノ蔵）の新酒試飲、仙台味噌使用のいも
煮汁の試食などを予定しています。
昔懐かしい体験や味を通して、松山の秋を満喫して下さい。

　開催日時／平成22年11月6日（土）
10：00～15：00

　開催場所／松山酒ミュージアム
　アクセス／東北本線松山町駅下車、車で3分
　問合せ先／松山酒ミュージアム

（松山邑まつり実行委員会事務局）
TEL0229-55-2700

金津流獅子躍金津流獅子躍

天　　野　　　忠　　正

株式会社髙橋プリント
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商工会は行きます　聞きます　提案します
～会員満足向上運動実施中～

今年で
商工会法施行50周年
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意
欲
あ
る
中
小
企
業
が
新
た

な
展
望
を
切
り
拓
け
る
よ
う
、

中
小
企
業
政
策
の
基
本
的
考
え

方
と
方
針
を
明
ら
か
に
し
た「
中

小
企
業
憲
章
」
が
六
月
十
八
日

閣
議
決
定
さ
れ
た
。

■
基
本
原
則

一
．経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
中

小
企
業
が
、
そ
の
力
を
思
う
存

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援

す
る

二
．起
業
を
増
や
す

三
．創
意
工
夫
で
、
新
し
い
市
場

を
切
り
拓
く
中
小
企
業
の
挑

戦
を
促
す

四
．公
正
な
市
場
環
境
を
整
え
る

五
．セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
整
備
し
、

中
小
企
業
の
安
心
を
確
保
す

る

■
行
動
指
針

一
．中
小
企
業
の
立
場
か
ら
経
営

支
援
を
充
実
・
徹
底
す
る

二
．人
材
の
育
成
・
確
保
を
支
援

す
る

三
．起
業
・
新
事
業
展
開
の
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る

四
．海
外
展
開
を
支
援
す
る

五
．公
正
な
市
場
環
境
を
整
え
る

六
．中
小
企
業
向
け
の
金
融
を
円

滑
化
す
る

七
．地
域
及
び
社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
体
制
を
整
備
す
る

「
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
が
、

た
め
ら
っ
た
」
と
い
う
経
験
を
お

持
ち
の
方
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

法
律
関
係
の
困
り
ご
と
を
抱
え

て
い
る
も
の
の
、
ど
こ
に
相
談
し

て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
弁
護
士

に
相
談
す
る
ほ
ど
の
案
件
か
ど
う

か
判
断
で
き
な
い
、
弁
護
士
は
敷

居
が
高
い
よ
う
な
感
じ
で
相
談
し

づ
ら
い
・
・
・
と
い
う
よ
う
な
事

業
者
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
会
で
は
、
県
の
補

助
を
受
け
、
仙
台
弁
護
士
会
の
ご

協
力
の
も
と
、
十
一
月
か
ら
仙
南
地

域
、
登
米
・
栗
原
地
域
、
三
陸
地

域
を
対
象
に
「
地
域
弁
護
士
制
度
」

を
試
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

「
地
域
弁
護
士
制
度
」
と
は
、

予
め
本
制
度
に
登
録
い
た
だ
い
た

弁
護
士
が
、
宮
城
県
内
の
商
工
会

地
域
を
地
域
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
別
に

担
当
し
、
県
内
の
経
営
指
導
員
と

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
方
か
ら
法
律
相

談
に
応
じ
る
制
度
で
す
。

相
談
者
は
、
経
営
指
導
員
に
相

談
す
る
こ
と
で
相
談
者
の
地
域
を

担
当
す
る
弁
護
士
が
直
接
、
相
談

内
容
を
承
り
、
問
題
解
決
に
当
た

り
ま
す
。（
図
参
照
）

相
談
料
は
初
回
、
無
料
で
す
。

（
同
テ
ー
マ
２
回
目
以
降
の
相
談

は
、
有
料
と
な
り
ま
す
）

是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

本
年
度
登
録
い
た
だ
い
て
い
る

弁
護
士
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
仙
南
地
域
担
当

小
山
田　

一
彦　

弁
護
士

鈴
木　

忠
司　

弁
護
士

井
野　

一
弘　

弁
護
士

■
栗
原
・
登
米
地
域

曽
我　

陽
一　

弁
護
士

井
口　

直
子　

弁
護
士

■
三
陸
地
域

渡
邊　

弘
毅　

弁
護
士

須
藤　

雅
人　

弁
護
士

な
お
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

最
寄
り
商
工
会
の
経
営
指
導
員
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
憲
章
が
閣
議
決
定

地
域
弁
護
士
制
度
試
行
開
始

平
成
二
十
二
年
文
化
の
日
表
彰

が
決
定
し
、
商
工
会
関
係
者
と
し

て
左
記
の
三
名
の
方
々
が
産
業
功

労
と
し
て
受
賞
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

改
め
て
、
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
か

れ
ま
し
た
受
賞
者
に
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年 

文
化
の
日
表
彰

三
名
が
産
業
功
労
を
受
賞川嶋　保美氏

（若柳金成商工会長）
石川雄一郎氏

（みやぎ北上商工会前会長）

商 工 会
（経営指導員）

登録弁護士

相 談 者 ③回答
・電話、ＦＡＸ
・面談による相談
　（相談場所は原則、地元商工会）

地域弁護士制度の流れ

②相談

①相談

大久保雄一氏
（川崎町商工会長）
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る
、
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
産
「
季
節

の
食
材
一
押
し
フ
ェ
ア
」
を
十
二

月
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
当
フ
ェ
ア
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
地
元
農
協
・
漁
協
と

連
携
し
、
商
工
会
が
地
元
食
材
の

情
報
提
供
・
食
材
提
供
の
窓
口
に

な
り
「
地
産
地
消
の
シ
ス
テ
ム
」

の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
を
試
み
ま
す
。

更
に
、
九
月
よ
り
隔
週
で
「
地

産
地
消
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
地
元
企

業
の
構
内
で
実
施
。
地
元
の
朝
採

り
野
菜
や
、
地
場
の
食
材
を
活
用

し
た
商
品
を
紹
介
・
販
売
し
、
地

場
産
品
の
認
知
度
の
向
上
と
、
販

路
拡
大
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。今

後
は
、
更
に
互
い
の
連
携
意

識
・
相
互
交
流
を
推
進
し
、
将
来

の
農
商
工
連
携
事
業
に
取
組
む
企

業
の
輩
出
を
目
的
に
活
動
を
展
開

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

よ
り
一
層
深
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
互
い
の
立
場
や
諸
事
情
（
こ

れ
ま
で
の
商
取
引
の
維
持
等
）
を

踏
ま
え
て
、
個
人
的
に
相

対
で
取
引
を
行
な
う
事
業

者
が
多
数
見
受
け
ら
れ
た

こ
と
は
、
成
果
の
一
つ
で

あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
宮
城
県
よ

り
地
産
地
消
推
進
活
動
支

援
事
業
交
付
金
の
採
択
を

受
け
、
本
会
地
域
の
豊
富

な
農
水
産
食
材
を
活
用
し

た
料
理
・
菓
子
等
を
、
参

加
店
で
一
斉
に
提
供
す

◎
会
長
さ
ん
の
ご
商
売
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

地
元
の
高
校
卒
業
後
、
㈱
日
立

製
作
所
日
立
工
場
に
就
職
し
ま
し

た
が
、
育
て
て
く
れ
た
地
域
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
常
々
思
っ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
会
社
を
退
社
し

義
母
が
経
営
し
て
い
た
割
烹
を
手

伝
い
始
め
、
昭
和
四
十
七
年
に
内

装
と
料
理
に
拘
っ
た
「
ス
タ
ン
ド

割
烹
し
ま
」
と
い
う
ス
ナ
ッ
ク
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
共
に

「
商
工
会
の
原
点
に
立
ち
返
り

会
員
の
生
の
声
を
事
業
に
反
映
」

若
柳
金
成
商
工
会

会
長
　
川
嶋
　
保
美
　
氏

消
費
者
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
た
こ
と

か
ら
、
昭
和
五
十
一
年
に
、
㈲
は

さ
ま
会
館
と
し
て
総
合
結
婚
式
場

へ
と
業
態
を
変
化
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
株
式
会
社
へ
組
織
変
更

し
、
特
に
、
近
年
は
仏
事
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
お
客
様
の
夢
を
叶

え
、
思
い
出
を
守
る
た
め
に
も
手

作
り
の
美
味
し
い
料
理
を
提
供
す

る
こ
と
を
最
も
大
切
に
し
て
お
り

ま
す
。

◎
地
域
の
状
況
は
い
か
が
で
す

か
。当

地
域
は
、
平
成
十
七
年
四
月

に
栗
原
郡
十
町
村
が
合
併
し
て
で

き
た
栗
原
市
の
北
部
に
位
置
し
、

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
が
急
速

に
進
展
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減

少
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

商
業
に
関
し
て
は
、
近
隣
市
へ

の
大
型
店
の
出
店
の
影
響
で
、
中

心
商
店
街
に
空
き
店
舗
が
増
加
す

る
な
ど
空
洞
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
在
若
柳
金
成
Ｉ
Ｃ
周

辺
に
自
動
車
関
連
企
業
を
中
心
と

し
た
新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
九
・
二
十
年
度
と
地
域

ブ
ラ
ン
ド
開
発
事
業
に
取
組
み
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
、地
域
農
業
・

漁
業
生
産
者
と
事
業
者
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
、
互
い
の
連
携
意
識

を
促
進
す
る
と
共
に
、
地
産
地
消

に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
参
り
ま

し
た
。

昨
年
度
は
、
宮
城
県
よ
り
小
規

模
企
業
広
域
活
性
化
事
業
補
助
金

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で
き

た
地
産
地
消
の
動
き
を
更
に
進
展

さ
せ
る
た
め
、
地
域
生
産
者
・
事

業
者
・
行
政
関
係
者
で
「
地
産
地

消
研
究
会
」
を
発
足
い
た
し
ま
し

た
。発

足
以
来
、
互
い
の
事
業
現
場

の
視
察
等
を
通
し
、
相
互
理
解
が

◎
商
工
会
が
取
組
む
事
業
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

合
併
し
て
か
ら
商
工
会
と
会
員

さ
ん
と
の
距
離
が
遠
く
な
っ
た
と

の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
昨
年
会
員
さ

ん
の
生
の
声
を
聞
く
た
め
全
て
の

地
区
で
懇
談
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
非
常
に
参
考
に
な
る
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
本
年
度
は
、
商
工
会
法
施

行
五
十
周
年
の
節
目
の
年
に
当
り

ま
す
の
で
、
商
工
会
の
原
点
に
立

ち
返
る
意
味
で
記
念
式
典
を
行

い
、
百
周
年
と
い
う
新
た
な
目
標

に
向
け
て
今
後
の
事
業
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
名
物
料
理
の
開
発
で

地
産
地
消
の
シ
ス
テ
ム
確
立
へ
」

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会

商工会事業の
紹介

地区懇談会の模様

地産地消マーケット販売の様子
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当
社
は
、
上
下
水
道
設
備
及
び

同
配
管
路
の
施
工
、
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
設
備
及
び
同
配
管
路
の
施
工
を

主
に
営
業
し
て
い
た
が
、
公
共
事

業
の
削
減
等
に
よ
り
経
営
が
年
々

厳
し
く
な
っ
て
き
た
。

同
業
他
社
と
差
別
化
を
図
る
た

め
、国
内
で
普
及
し
て
い
る「
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
」
が
、
海
外
で
も
経

済
発
展
に
伴
う
生
活
水
準
の
向
上

に
よ
り
、
需
要
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
こ
と
に
着
目
し
た
。

し
か
し
、
主
に
東
南
ア
ジ
ア
で

は
、
ト
イ
レ
に
供
給
さ
れ
る
上
水

自
体
が
不
衛
生
で
あ
る
た
め
、
体

の
陰
部
に
水
が
直
接
か
か
る
同
製

品
は
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
商
工
会
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
地
域
力
連
携
事
業
で
派

遣
さ
れ
た
専
門
家
よ
り
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
と
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
へ
の
水
道

配
管
の
途
中
に
設
置
し
、
き
れ
い

な
水
へ
と
濾
過
す
る
小
型
浄
水
滅

菌
装
置
の
開
発
に
成
功
。

公
的
な
機
関
で
の
試
作
品
の
水

質
改
善
性
能
検
査
も
良
好
で
、
大

手
衛
生
陶
器
メ
ー
カ
ー
の
評
価
も

良
く
、
早
期
に
契
約
締
結
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
宮
城
県
の
経
営
革
新
計

画
の
認
定
も
受
け
、
現
在
特
許
を

申
請
中
で
あ
る
。

ま
た
、
本
製
品
は
新
規
需
要
に

加
え
、
定
期
的
に
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

を
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

需
要
の
継
続
性
が
非
常
に
高
く
見

込
め
る
点
も
経
営
上
強
み
と
な
る
。

今
後
は
い
ち
早
く
製
品
化
し
、

ア
ジ
ア
を
中
心
に
販
売
し
な
が
ら

徐
々
に
販
売
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て

い
き
た
い
考
え
だ
。

　現在本会では、中小企業金融、円
高対策等の特別相談窓口を開設して
おります。
　上記に関する相談がございました
ら、最寄りの商工会又は本会経営支
援班（TEL 022-225-8751）までお問
合わせ下さい。

「特別相談窓口」開設中

開発した小型浄水滅菌装置（特許申請中）

【企業概要】

企業名：（有）高橋設備
業　種：一般管工事業
代表者：高橋　清宏 氏
所在地：宮城県石巻市雄勝町

船越字清水 310-16
ＴＥＬ：0225-58-2326

経
営
革
新
計
画
承
認
企
業
の
紹
介
⑭

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
浄
水
装
置
で

海
外
展
開
へ

㈲
高
橋
設
備
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役 

高
橋  

清
宏
　
氏

（
石
巻
か
ほ
く
商
工
会
）
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１
０
０
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（http://com
pass.shokokai.

or.jp/

）
と
は
、
商
工
会
会
員
が

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
た
な
く

と
も
無
料
で
企
業
Ｐ
Ｒ
や
商
品
Ｐ

Ｒ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
工
会

会
員
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

あ
り
、
会
員
事
業
者
情
報
・
地
域

情
報
の
発
信
、
会
員
事
業
者
間
交

流
、
事
業
者
経
営
に
役
立
つ
情
報

検
索
を
三
本
柱
と
し
た
会
員
専
用

情
報
発
信
サ
イ
ト
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

宮
城
県
で
は
、
平
成
二
十
二
年

十
月
現
在
、
既
に
六
〇
一
会
員
事

業
者
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

●
導
入
費
用

は
無
償
で

す
。全

国
商

工
会
連
合

会
の
サ
ー

バ
ー
を
利

用
す
る
た

め
、導
入・

運
用
費

用
は
一
切

掛
り
ま
せ

ん
。

●
利
用
す
る

の
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

作
成
に
関

す
る
知
識
や
技
術
は
不
要
で

す
。普

段
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧

し
て
い
る
画
面
か
ら
、
ボ
タ
ン

操
作
・
入
力
操
作
で
簡
単
に
掲

載
・
更
新
で
き
ま
す
。

●
Ｐ
Ｒ
情
報
は
最
大
三
つ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
同
時
発
信
し
ま

す
。商

工
会
、県
商
工
会
連
合
会
、

全
国
連
が
開
設
す
る
１
０
０
万

会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
三
つ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
同
時
に
掲
示

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

よ
り
広
範
囲
な
情
報
発
信
が
可

能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
買
い
物
か
ご
で
ネ
ッ
ト
販
売
が

で
き
ま
す
。

取
り
扱
っ
て
い
る
商
品
を
、

１
０
０
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
全
国
に
販
売
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
「
新
着
情
報
」
を
各
種
カ
テ
ゴ

リ
別
に
発
信
で
き
ま
す
。

一
押
し
情
報
、
ク
ー
ポ
ン
情

報
、
お
薦
め
商
品
な
ど
を
掲
載

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
各
商
工
会
で
は
操
作
に

関
す
る
相
談
を
受
付
中
で
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
商
工
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

＜画面表示例＞ 現在このように玉造商工会が紹介されています

お問い合わせは、宮城県労働局雇用均等室まで（022-299-8844）

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

無
料
で
開
設
で
き
る
！

︱
１
０
０
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
︱
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米
国
を
発
端
と
す
る
世
界
的

金
融
危
機
以
来
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
、
当
会
地
区
で
は
明
る
い

話
題
と
し
て
、
セ
ン
ト
ラ
ル
自

動
車
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
の

移
転
に
伴
い
、
関
連
企
業
の
新

た
な
進
出
が
見
込
ま
れ
て
い
る

な
ど
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

に
当
地
域
で
は
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
お
り
ま
す
。

当
会
と
し
て
は
、
進
出
企
業

と
地
元
企
業
と
の
融
和
と
マ
ッ

チ
ン
グ
を
目
的
に
、
交
流
会
を

十
一
月
開
催
に
向
け
現
在
準
備

を
進
め
て
お
り
、
こ
の
機
会
を

捉
え
て
、
地
元
各
企
業
が
地
の

利
を
生
か
し
た
戦
略
や
中
小
零

細
企
業
だ
か
ら
で
き
る
各
々
の

強
み
を
進
出
企
業
に
最
大
限
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
当
地
区
は
、
自
動
車

関
連
等
の
企
業
進
出
や
仙
台
近

郊
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
な
商

圏
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
規
創
業
の
相
談
案
件
も

多
く
、
中
で
も
飲
食
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
等
で
の
創
業
が
群
を
抜

い
て
お
り
ま
す
。
相
談
者
の
中

に
は
、
創
業
分
野
で
の
技
術
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
も
の
の
、

残
念
な
が
ら
具
体
的
な
事
業
計

画
、
資
金
計
画
が
乏
し
い
ケ
ー

ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

創
業
さ
れ
る
場
合
、
核
と
な
る

事
業
内
容
は
も
と
よ
り
、
販
売

計
画
、
仕
入
計
画
、
資
金
計
画

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
事
業
所
の
強
み
を
引
き
出
し

な
が
ら
、
課
題
や
問
題
点
を
一

つ
一
つ
相
談
者
と
共
に
考
え
、

課
題
や
問
題
点
を
解
決
し
な
が

ら
具
体
化
に
す
る
こ
と
が
、
経

営
指
導
員
と
し
て
の
役
割
の
一

つ
で
あ
り
、
ま
た
、
事
業
の
成

功
へ
の
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
「
商
工
会
は
、
行
き
ま

す
聞
き
ま
す　

提
案
し
ま
す
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
巡
回
訪
問
を

強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
日
々
の
つ
な
が
り
や

巡
回
を
通
し
て
、
会
員
さ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
、

事
業
で
の
悩
み
事
等
が
あ
れ
ば

気
楽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
る
環

境
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

「千載一遇
地の利を生かした戦略」

くろかわ商工会
主任主査
大　宮　和　則

日本政策金融公庫 国民生活事業からのご案内
日本政策金融公庫　国民生活事業では、小規模事業者の方々の経営改善のお役に立てるよう、無担保・無保
証人の「マル経融資（経営改善貸付）」をお取り扱いしています。また、政府の経済対策「明日の安心と成長のた
めの緊急経済対策」にもとづき、設備資金の利率の引き下げを行っています。

《マル経融資（経営改善貸付の概要）》

１，５００万円

ご返済期間
（据置期間） 設備資金 :１0 年以内（2 年以内）

運転資金 :　7 年以内（1 年以内）

ご利用いただける方

ご融資額

商工会、都道府県商工会連合会または商工会議所の実施する経営指導を受けている方で、商工会等の長の
推薦を受けた方

＊審査の結果、お客様のご希望に添えないことがあります。
＊利率は金融情勢によって変動いたしますので、お借入金利（固定）は、記載されている利率とは異なる場合がございます。
＊くわしくは、商工会または日本政策金融公庫の最寄の支店（国民生活事業）にお気軽にご相談ください。

利　　　率
（平成22年9月9日現在）

設備資金については、ご融資日から 2 年間、年 0.5％
引下げとなります。年 1.85％

ご利用の手続き ご 相 談
お 申 込

商 工 会 等

推 薦

日本政策金融公庫
国民生活事業

ご融資
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がん入院はもちろん、
がん以外の病気・ケガ入院も、
日帰り入院から
補償します。入院

特長3

も安心!

がんの手術はもちろん、
がん以外の病気・ケガで
所定の手術を受けられたとき、
何度でも補償します。手術

特長4

も安心!

全額自己負担となる所定の
先進医療を受けられたとき、
何度でも補償します。
通算支払限度はありません。先進医療

特長5

も安心!

上皮内がん等の初期のがんでも、
診断共済金として、
１００万円を
お受け取りいただけます。初期のがん

特長1

でも安心!

一旦治癒した後、
がんが再発したと診断確定されたときなど
回数に制限なく、
診断共済金をお支払いします。再発・転移

特長2

しても安心!

5 つ の 安 心

全国商工会会員福祉共済

がん重点補償プラン

あなたも家族もまるごと守る！ 頼れる補償の

新 設

※手術の種類によっては、回数制限があったり、お支払い
対象外の手術もあります。お支払対象となる手術につ
いては「約款」をご覧ください。

※２回目以降の診断共済金については、前回の診断共
済金のお支払事由に該当した最終の診断確定日から
１年を超えた期間が経過している場合に限りお支払い
します。
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安い掛金で大きな安心

お問い合わせ　お申し込みは あるいは直接 宮城県火災共済協同組合もよりの商工会 へ TEL0222（263）1265　FAX022（267）2878

火
災
共
済

自
動
車
共
済

医
療
総
合
共
済

休
業
補
償
共
済

各
種
共
済

そ
の
他

第
十
七
回
東
北
六
県
・
北
海
道

商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修
会
並

び
に
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
、

去
る
九
月
九
日
、
本
県
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
を
会
場
に
、

本
県
青
年
部
員
百
二
十
五
名
を
含

む
約
三
百
四
十
名
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
た
。

本
県
代
表
と
し
て
主
張
発
表
大

会
に
出
場
し
た
佐
藤
秀
徳
君
（
河

南
桃
生
）
は
、
多
く
の
本
県
青
年

部
員
の
応
援
を
背
に
熱
弁
を
振

る
っ
た
が
、
惜
し
く
も
東
京
で
開

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

が
、
去
る
十
月
二
十
一
日
、

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙

台
を
会
場
に
、
女
性
部
員

九
十
九
名
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。

前
段
、
現
在
宮
城
県
で
取

り
組
ん
で
い
る
「
み
や
ぎ
食

料
自
給
率
向
上
県
民
運
動
」

に
つ
い
て
、
農
林
水
産
政
策

室
の
担
当
者
よ
り
、「
県
民
一

人
一
人
が
「
宮
城
の
食
を
守

催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

引
き
続
き
、
本
県
青
年
部
員
Ｏ

Ｂ
で
あ
り
、
登
米
市
の
油
麩
丼
の

会
会
長
の
海
老
名
康
和
氏
が
「
Ｂ

級
グ
ル
メ
で
地
域
お
こ
し
！
」
と

題
し
て
講
演
を
行
い
、
地
域
活
性

化
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
語
っ

た
。最

後
の
交
流
会
で
は
、
仙
台
大

学
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
伊
達

武
将
隊
の
演
武
で
会
場
が
盛
り
上

が
り
を
見
せ
る
中
、
県
の
垣
根
を

越
え
て
名
刺
交
換
を
す
る
な
ど
積

極
的
な
交
流
が
図
ら
れ
、
有
意
義

な
研
修
会
で
あ
っ
た
。

る
担
い
手
」
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
生
産
・
流
通
・
消
費
の
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
食
料
自
給
率
向

上
に
向
け
て
行
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
説
明
を
受
け
た
。

続
い
て
、
㈱
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
開
発

研
究
所
の
佐
々
木
勉
取
締
役
主
任

研
究
員
か
ら
、
地
域
の
問
題
課
題

を
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
想
や
手
法
で
解

決
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
基
本
に
つ
い
て
学
び
、「
現
在

全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

事
例
を
参
考
に
し
て
、
女
性
部
の

新
し
い
事
業
展
開
へ
の
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
強

調
さ
れ
た
有
意
義
な
研
修
会
で

あ
っ
た
。

商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
の
節

目
の
年
に
当
た
り
、
地
域
に
恩
返

し
の
意
味
を
込
め
て
、
全
国
の
青

年
部
員
が
全
国
一
斉
に
、
八
月

二
十
六
日
の
午
後
六
時
よ
り
、
全

国
一
斉
に
清
掃
活
動
を
実
施
。
本

県
で
は
三
百
四
十
二
名
の
青
年
部

員
が
県
内
各
地
で
清
掃
活
動
を
行

い
、
全
国
の
商
工
会
青
年
部
員
と

の
一
体
感
を
改
め
て
感
じ
た
事
業

で
あ
っ
た
。

地
域
活
性
化
へ
の

熱
い
思
い
を
胸
に
宮
城
に
集
う

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修
会
︱

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
につい

て
学
ぶ

︱
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
︱

清
掃
活
動
で

地
域
に
恩
返
し

︱
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
全
国
大
会
︱

熱心に佐々木先生の話に耳を傾ける出席者

熱弁を振るう佐藤秀徳君

講演する海老名康和氏

な
お
、
主
張
発
表
大
会
の
結
果

は
次
の
通
り
で
す
。

○
最
優
秀
賞
（
全
国
大
会
出
場
）

山
形
県
代
表

渡
邊　

琢
磨 

君
（
小
国
町
）

○
優
秀
賞

福
島
県
代
表

橘　

弦
一
郎 

君
（
浪
江
町
）
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